個人蔵絵入り資料解題 by 絵巻の会 et al.
個
人
蔵
絵
入
り
資
料
解
題
絵
巻
の
会
一
凡
例
○
本
稿
は
、
小
峯
和
明
所
蔵
本
の
解
題
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
○
詳
細
な
凡
例
は
、
今
号
掲
載
の
「
立
教
大
学
図
書
館
蔵
絵
入
り
資
料
解
題
（
後
篇
）」
を
参
照
。
○
立
教
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
「
立
教
本
」
と
呼
び
、「
立
教
大
学
図
書
館
蔵
絵
入
り
資
料
解
題
（
前
篇
・
後
篇
）」
で
示
し
た
通
し
番
号
を
合
わ
せ
て
記
し
た
。
二
収
録
作
品
一
覧
番
号
は
、
今
号
掲
載
の
「
立
教
大
学
図
書
館
蔵
絵
入
り
資
料
解
題
（
後
篇
）」
か
ら
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
３４
平
家
物
語
屛
風
３５
百
鬼
夜
行
絵
巻
参
考
・
立
教
大
学
図
書
館
蔵
絵
入
り
資
料
解
題
【
前
篇
】
前
号
掲
載
１
奈
良
絵
本
竹
取
物
語
絵
巻
（５２１２４３７９
〜８１
）
２
﹇
竹
取
物
語
﹈（５２０９７１９９
）
３
﹇
奈
良
絵
本：
断
簡：
竹
取
物
語
﹈（５２１２７９１３
）
４
長
恨
歌
絵
巻
（５２１２４８７８
）
５
後
三
年
之
戦
圖

文
（５２２２５１０１
）
６
男
衾
三
郎
絵
詞
（５２１４３４４１
）
７
ふ
え
の
ま
き
（５２２７９６１９
）
８
桃
太
郎
絵
巻
（５２０５７８７６
）
９
福
富
草
紙
（５２１５３７１８
）
１０
福
富
草
子
絵
巻
（５２１０８１１０
〜１
）
１１
﹇
未
詳
奈
良
絵
巻
﹈（５２０８５５７８
）
１２
行
長
筆
能
恵
絵
巻
物
（５２１５９３７３
）
１３
こ
ゝ
ろ
双
紙
全
（５２１７３８９３
）
１４
百
鬼
夜
行
絵
巻
（５２０８５５７９
）
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１５
年
中
行
事
絵
巻
巻
一
（５２１０６８２７
）
１６
扇
の
草
紙
屛
風
（５２１２３５３９
）
１７
扇
の
草
子
断
簡
／
﹇
尾
張
大
納
言
画
﹈（５２１９５２６７
）
【
後
篇
】
今
号
掲
載
１８
野
花
實
録
大
江
山
物
語
（５２０８５５８０
〜４
）
１９
﹇
大
江
山
繪
巻
﹈（５２１０２０９１
）
２０
酒
呑
童
子
（５２２５２１２１
〜２
）
２１
﹇
酒
呑
童
子
絵
巻：
粉
本
﹈（５２１０２０９０
）
２２
道
成
寺
縁
起
絵
巻
（５２１５２０３４
）
２３
道
成
寺
絵
巻
（５２０９９１５８
）
２４
『
安
珍
清
姫
絵
巻
』（５２０９７１４８
）
２５
安
珍
清
姫
絵
入
縁
記
（５２０９７５０５
）
２６
釈
迦
の
本
地
（５２２３００５５
〜６
）
２７
釋
迦
八
相
記
（５２２７１３８３
〜６
）
２８
無
二
講
之
記
（５２２２１８２０
）
２９
無
二
講
之
記
（５２２２１８２１
）
３０
職
人
盡
之
繪
（５２２２００２１
）
３１
蝦
夷
地
図
説
（５２２０８０４１
）
３２
須
弥
山
（５２２２００２０
）
３３
七
福
神：
画
（５２２２００２２
）
三
資
料
解
題
３４
・
平
家
物
語
屛
風
Ⅰ
書
誌
【
作
品
名
】
平
家
物
語
貼
交
屛
風
【
形
態
・
数
量
】
屏
風
・
六
曲
一
双
【
外
題
】
平
家
物
語（
も
と
絵
入
り
写
本
の
題
簽（
縦
十
・
三
糎
×
横
二
・
五
糎
）
が
右
隻
、
左
隻
と
も
に
一
扇
の
上
側
の
絵
の
右
上
に
あ
る
）
【
内
題
】
な
し
【
奥
書
・
識
語
】
な
し
【
表
紙
・
横
寸
法
】
な
し
【
見
返
し
】
な
し
【
料
紙
】
斐
紙
【
寸
法
】
一
扇
（
縦
九
十
二
・
〇
×
横
四
十
五
・
五
糎
）
絵
（
片
面
図
）（
縦
二
十
二
・
〇
〜
二
十
三
・
三
糎
）
×
（
横
十
六
・
八
〜
十
七
・
三
糎
）
絵
（
見
開
き
図
）（
縦
二
十
二
・
〇
〜
二
十
三
・
三
糎
）
×
（
横
三
十
四
・
八
〜
九
糎
）
本
文
（
見
開
き
）（
縦
二
十
三
・
二
〜
三
糎
）
×
（
横
三
十
四
・
二
〜
九
糎
）
＊
本
分
は
見
開
き
の
み
。
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【
用
字
】
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
【
絵
】
濃
彩
。
一
扇
に
つ
き
上
下
二
図
ず
つ
。
右
隻
（
十
二
図
）、
左
隻
（
十
二
図
）
計
二
十
四
図
。
【
備
考
】
『
平
家
物
語
』
の
絵
入
り
写
本
を
解
体
し
貼
り
つ
け
た
屏
風
。
屏
風
の
表
面
に
は
挿
絵
、
裏
面
に
は
本
文
が
貼
ら
れ
る
。
も
と
に
な
っ
た
絵
入
り
写
本
は
一
種
類
と
考
え
ら
れ
る
。
Ⅱ
概
要
『
平
家
物
語
』
の
絵
入
り
写
本
を
解
体
し
、
挿
絵
や
本
文
を
貼
り
つ
け
た
貼
交
屛
風
で
あ
る
。
屛
風
の
表
面
に
は
、
各
扇
ご
と
に
上
下
に
一
図
ず
つ
で
、
合
計
二
十
四
図
が
配
置
さ
れ
る
。
各
扇
の
上
下
の
二
図
は
見
開
き
一
面
図
（
冊
子
を
開
い
て
左
右
の
二
面
で
連
続
す
る
画
面
）
と
片
面
図
（
一
面
分
の
図
）
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
。
各
扇
ご
と
に
、
ど
ち
ら
が
上
下
に
な
る
の
か
は
入
れ
替
わ
る
。
絵
の
配
置
は
以
下
の
通
り
。
な
お
、
場
面
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
絵
の
表
現
を
分
析
し
た
上
で
判
断
し
て
い
る
。
章
段
名
は
明
暦
二
年
刊
本
に
よ
る
。
《
右
隻
》
一
扇
…
上
巻
九
「
落
足
の
事
」【
片
面
】
下
巻
九
「
二
度
の
か
け
の
事
」【
見
開
き
】
二
扇
…
上
巻
十
一
「
勝
浦
合
戦
の
事
」【
見
開
き
】
下
巻
三
「
城
南
の
離
宮
の
事
」【
片
面
】
三
扇
…
上
巻
三
「
城
南
の
離
宮
の
事
」【
片
面
】
下
灌
頂
巻
「
小
原
御
幸
の
事
」【
見
開
き
】
四
扇
…
上
巻
五
「
朝
敵
揃
へ
の
事
」【
見
開
き
】
下
巻
五
「
月
見
の
事
」【
片
面
】
五
扇
…
上
巻
九
「
濱
軍
の
事
」【
片
面
】
下
巻
十
二
「
重
衡
斬
ら
れ
の
事
」【
見
開
き
】
六
扇
…
上
巻
九
「
敦
盛
最
期
の
事
」【
見
開
き
】
下
巻
三
「
辻
風
の
事
【
片
面
】
《
左
隻
》
一
扇
…
上
巻
七
・
都
落
か
【
片
面
】
下
巻
九
「
一
二
の
か
け
の
事
」【
見
開
き
】
二
扇
…
上
巻
四
「
大
衆
揃
へ
の
事
」【
見
開
き
】
下
巻
九
「
老
馬
の
事
」【
片
面
】
三
扇
…
上
巻
三
「
無
文
の
さ
た
の
事
」【
片
面
】
下
灌
頂
巻
「
小
原
御
幸
の
事
」【
見
開
き
】
四
扇
…
上
巻
九
「
三
草
揃
の
事
」【
見
開
き
】
下
巻
八
「
征
夷
大
将
軍
の
院
宣
の
事
」【
片
面
】
五
扇
…
上
巻
九
「
重
衡
生
捕
の
事
」【
片
面
】
下
巻
三
「
法
印
問
答
の
事
」【
見
開
き
】
六
扇
…
上
巻
九
「
坂
落
の
事
」【
見
開
き
】
下
巻
八
「
猫
間
の
事
」【
片
面
】
屏
風
の
裏
面
に
は
各
扇
の
下
側
に
、
見
開
き
一
面
の
本
文
が
貼
ら
れ
る
。
右
隻
に
は
、「
平
家
物
語
巻
第
六
目
録
」（「
辻
風
の
事
」「
医
師
問
答
の
事
」「
無
紋
の
沙
汰
付
灯
籠
金
渡
の
事
」「
法
印
問
答
の
事
」「
大
臣
流
罪
付
行
隆
の
― 220 ―
【
図
１
】
事
」「
法
皇
遷
幸
の
事
」「
城
南
の
離
宮
の
事
」。
い
ず
れ
も
十
二
巻
本
巻
三
相
当
部
分
）
が
あ
り
、「
法
印
問
答
の
事
」「
医
師
問
答
の
事
」、
巻
四
相
当
「
若
宮
御
出
家
の
事
」
の
本
文
の
一
部
が
そ
れ
ぞ
れ
貼
り
付
け
ら
れ
る
。
左
隻
に
は
、
「
無
紋
の
沙
汰
」「
大
臣
流
罪
の
事
」、
巻
四
相
当
の
「
橋
合
戦
の
事
」
の
本
文
の
一
部
が
そ
れ
ぞ
れ
貼
り
付
け
ら
れ
る
。「
辻
風
の
事
」「
城
南
の
離
宮
の
事
」
は
表
面
に
そ
の
章
段
の
挿
絵
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
裏
面
の
本
文
と
表
面
の
挿
絵
が
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ⅲ
特
色
近
世
期
製
作
の
絵
入
り
写
本
『
平
家
物
語
』
は
流
布
本
（
十
二
巻
本
）
を
三
十
巻
本
に
仕
立
て
た
形
態
の
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
（
Ⅳ
諸
本
参
照
）。
裏
面
に
貼
ら
れ
た
巻
六
目
録
【
図
１
】
が
十
二
巻
本
の
巻
三
部
分
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
本
屛
風
も
、
も
と
は
三
十
巻
本
の
絵
入
り
写
本
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
他
の
三
十
巻
本（
絵
入
り
写
本
）の
巻
六
の
章
段
と
一
致
す
る
も
の
は
な
い
。
絵
入
り
写
本
の
制
作
年
代
は
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
か
。
屛
風
に
仕
立
て
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
裏
面
に
貼
ら
れ
る
本
文
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
見
開
き
一
面
だ
が
、
左
右
の
面
で
本
文
と
し
て
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
絵
入
り
写
本
が
列
帖
装
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
本
文
の
底
本
に
つ
い
て
、
複
数
の
版
本
と
比
較
し
た
が
、
特
定
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
絵
に
つ
い
て
は
、
Ⅳ
諸
本
に
掲
げ
た
本
の
表
現
な
ど
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
異
な
る
表
現
を
と
る
例
が
少
な
く
な
い
。
新
た
な
『
平
家
物
語
』
絵
画
の
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
表
現
面
で
注
目
し
た
い
の
は
、
巻
九
（
十
二
巻
本
相
当
、
以
下
同
じ
）「
坂
落
」「
敦
盛
最
期
」、
巻
三
「
辻
風
」「
城
南
の
離
宮
」
の
絵
等
で
あ
る
。「
坂
落
」
は
、
横
に
長
い
見
開
き
図
で
、
雲
で
上
下
に
分
か
ち
、
上
は
源
氏
軍
が
左
か
ら
右
に
駆
け
下
り
る
様
子
、
下
は
平
家
の
人
々
が
右
か
ら
左
に
逃
げ
出
し
船
に
乗
り
込
も
う
と
す
る
姿
を
描
く
。
駆
け
下
り
る
姿
と
、
船
に
乗
り
込
む
姿
を
別
の
図
と
し
て
描
く
例
は
あ
る
が
、
両
者
を
同
一
の
画
面
に
描
い
た
例
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。「
敦
盛
最
期
」【
図
２
】
は
熊
谷
直
実
が
扇
で
平
敦
盛
を
招
く
定
番
の
形
で
は
な
く
、
熊
谷
が
敦
盛
を
取
り
押
さ
え
た
時
に
梶
原
や
土
肥
の
軍
勢
が
迫
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
定
番
化
さ
れ
た
表
現
を
ず
ら
そ
う
と
の
意
識
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
辻
風
」【
図
３
】
で
は
、
風
が
激
し
く
吹
く
様
子
が
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
は
絵
入
り
版
本
諸
本
に
は
な
く
、
絵
入
り
写
本
の
い
く
つ
か
の
本
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
吹
く
風
の
激
し
さ
が
表
現
さ
れ
る
。「
城
南
の
離
宮
」【
図
４
】
で
は
幽
閉
さ
れ
た
後
白
河
院
と
と
も
に
描
か
れ
る
美
し
い
雪
景
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色
が
印
象
的
で
あ
る
。
こ
れ
も
絵
入
り
版
本
諸
本
に
は
な
く
、
版
本
と
写
本
で
の
場
面
選
択
の
違
い
と
し
て
も
注
目
で
き
る
。
ま
た
、
巻
五
「
朝
敵
揃
」【
図
５
】
で
、
延
喜
帝
の
命
令
に
従
い
、
飛
び
立
た
ず
に
い
た
鷺
に
五
位
の
位
が
授
け
ら
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
五
位
鷺
」
譚
を
描
い
た
も
の
は
他
の
絵
入
り
写
本
や
版
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
【
図
３
】
【
図
２
】
【
図
４
】
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と
こ
ろ
で
現
時
点
で
は
、
絵
入
り
写
本
を
も
と
に
し
た
『
平
家
物
語
』
の
貼
交
屛
風
は
他
に
確
認
で
き
な
い
が
、
絵
巻
を
用
い
た
貼
交
屏
風
と
し
て
は
個
人
蔵
『
源
平
合
戦
図
屛
風
』（
斎
宮
歴
史
博
物
館
編
『
特
別
展
ヒ
ー
ロ
ー
伝
説
』）
が
あ
る
。
個
人
蔵
本
は
絵
巻
に
描
か
れ
た
一
の
谷
合
戦
の
各
場
面
を
裁
断
し
屛
風
に
貼
り
付
け
た
も
の
で
、
そ
こ
で
は
三
種
の
絵
巻
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
本
屛
風
も
一
の
谷
合
戦
と
そ
の
前
後
の
絵
（「
三
草
勢
揃
」「
老
馬
（
平
通
盛
と
北
方
）」「
一
二
の
か
け
」「
二
度
の
か
け
」「
坂
落
」「
敦
盛
最
期
」「
重
衡
生
捕
」「
知
章
最
期
（
平
知
盛
と
平
宗
盛
）」）
が
多
い
。
こ
う
し
た
例
か
ら
、
絵
入
り
写
本
や
絵
巻
の
絵
を
も
と
に
し
て
、
屛
風
絵
と
し
て
作
り
替
え
る
際
に
、
作
例
が
多
い
一
の
谷
合
戦
図
屛
風
が
意
識
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
屛
風
に
は
大
原
御
幸
関
連
の
絵
も
二
図
あ
り
、
こ
れ
も
大
原
御
幸
図
屛
風
が
意
識
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
絵
入
り
写
本
（
冊
子
）・
絵
巻
か
ら
屛
風
絵
と
い
う
媒
体
を
変
え
る
時
の
意
識
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
例
で
あ
る
。
ま
た
、
形
式
的
な
面
で
は
、
右
隻
・
左
隻
と
も
に
、
一
・
三
・
五
扇
は
上
が
片
面
図
で
、
下
が
見
開
き
図
、
二
・
四
・
六
扇
は
上
が
見
開
き
図
で
、
下
が
片
面
図
と
な
る
な
ど
、
絵
の
大
き
さ
が
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
絵
の
内
容
面
で
も
、
左
右
の
隻
で
一
扇
の
下
が
、「
二
度
の
か
け
」―「
一
二
の
か
け
」と
な
り
、「
一
の
谷
合
戦
の
東
国
武
士
の
活
躍
場
面
」
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
左
右
の
隻
で
三
扇
の
下
図
が
「
大
原
御
幸
図
」
関
連
の
絵
で
あ
り
、
六
扇
の
上
図
が
「
敦
盛
最
後
の
事
」（
右
隻
）、「
坂
落
の
事
」（
左
隻
）
と
い
っ
た
一
ノ
谷
合
戦
の
主
要
場
面
で
あ
る
な
ど
の
対
応
も
図
ら
れ
て
い
る
。
一
双
の
屛
風
と
し
て
整
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
屛
風
は
、
絵
入
り
写
本
か
ら
屛
風
絵
へ
の
媒
体
の「
転
換
」
と
い
う
面
か
ら
も
今
後
、
さ
ら
な
る
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
＊
な
お
、
本
屛
風
に
つ
い
て
の
拙
論
が
今
後
刊
行
さ
れ
る
『
日
本
文
学
の
展
望
を
拓
く
（
仮
）』
第
二
巻
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
刊
行
予
定
）
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。
【
図
５
】
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Ⅳ
諸
本
絵
入
り
写
本
（『
平
家
物
語
』）
真
田
宝
物
館
（
三
十
巻
三
十
冊
『
図
説
平
家
物
語
』
河
出
書
房
新
社
、
国
文
研
Ｍ
）
永
青
文
庫
（
十
二
巻
三
十
六
冊
国
文
研
Ｍ
）
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
ゲ
ス
ト
東
洋
図
書
館
（
三
十
巻
三
十
冊
、
ワ
ト
ソ
ン
論
文
）
島
津
家
旧
蔵
（
三
十
巻
三
十
冊
、『
義
経
展
（
図
録
）』）
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
（『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録
図
版
篇
』、
国
文
研
Ｍ
）
神
奈
川
歴
史
博
物
館
（
十
二
巻
二
十
四
冊
、『
義
経
展
（
図
録
）』）
明
星
大
学
図
書
館
（
十
巻
十
冊
、
巻
一
・
十
二
欠
、
山
本
陽
子
『
絵
巻
の
図
像
学
』、
明
星
大
学
付
属
図
書
館
Ｈ
Ｐ
）
國
學
院
大
學
図
書
館
（
十
二
巻
十
二
冊
、『
國
學
院
大
學
所
蔵
古
典
籍
解
題
』）
姫
路
酒
井
家
伝
来
（
二
十
四
巻
二
十
四
冊
）
洛
東
遺
芳
館
（
二
十
四
冊
）
絵
巻林
原
美
術
館
（『
平
家
物
語
絵
巻
巻
一
〜
十
二
』
中
央
公
論
社
）
屛
風
（
絵
巻
や
絵
入
り
写
本
を
も
と
に
し
た
貼
交
屛
風
）
個
人
『
源
平
合
戦
図
屛
風
』（
六
曲
一
双
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
編
『
特
別
展
ヒ
ー
ロ
ー
伝
説
描
き
継
が
れ
る
義
経
』
二
〇
〇
七
年
）
Ⅴ
翻
刻
不
掲
載
。
Ⅵ
参
考
文
献
ワ
ト
ソ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
「『
平
家
物
語
』
の
絵
画
化
―
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
蔵
『
平
家
物
語
』
絵
本
を
中
心
に
―
」（
軍
記
文
学
研
究
叢
書
７
『
平
家
物
語
批
評
と
文
化
史
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
櫻
井
陽
子
『
平
家
物
語
の
形
成
と
受
容
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
出
口
久
徳
「
絵
入
り
本
『
平
家
物
語
』
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
―
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
蔵
本
を
中
心
に
―
」（『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
１
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
出
口
久
徳
「「
平
家
物
語
絵
画
資
料
・
参
考
文
献
一
覧
」（
小
峯
和
明
編
『
平
家
物
語
の
転
生
と
再
生
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
出
口
久
徳
「〈
解
題
〉
平
家
物
語
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
共
編
『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録
解
題
篇
』勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
出
口
久
徳
「《
解
説
》
真
田
宝
物
館
蔵
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
」（『
図
説
平
家
物
語
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
四
年
）
斎
宮
歴
史
博
物
館
編
『
特
別
展
ヒ
ー
ロ
ー
伝
説
描
き
継
が
れ
る
義
経
』
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（
二
〇
〇
七
年
）
出
口
久
徳
「
絵
本
と
し
て
の
平
家
物
語
」（『
物
語
絵
画
に
お
け
る
武
士
―
表
現
の
比
較
研
究
と
作
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
―
課
題
番
号
１
９
５
２
０
１
１
４
平
成
１９
・
２０
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
盤
Ｃ
）』、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
出
口
久
徳
「
絵
画
」「
関
連
絵
画
一
覧
」（『
平
家
物
語
大
事
典
』
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
）
山
本
陽
子
『
絵
巻
の
図
像
学
―
「
絵
そ
ら
ご
と
」
の
表
現
と
発
想
―
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
山
本
岳
史
「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
奈
良
絵
本
『
平
家
物
語
』
考
」（『
國
學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』
５
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
國
學
院
大
學
研
究
推
進
機
構
、
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
國
學
院
大
學
所
蔵
古
典
籍
解
題
―
中
世
散
文
文
学
篇
』（
二
〇
一
四
年
）
石
川
透
・
山
本
岳
史
・
伊
藤
慎
吾
・
伊
藤
悦
子
・
松
尾
葦
江
「﹇
調
査
報
告
﹈
平
家
物
語
・
源
平
盛
衰
記
関
連
絵
画
資
料
」（
松
尾
葦
江
編
『
文
化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
（
出
口
久
徳
）
３５
・
百
鬼
夜
行
絵
巻
Ⅰ
書
誌
【
作
品
名
】
百
鬼
夜
行
絵
巻
【
形
態
・
数
量
】
絵
巻
・
一
軸
【
外
題
】
百
鬼
夜
行
（
白
地
、
書
入
①
「
初
二
図
後
補
」
書
入
②
「
探
幽
筆
」）
【
内
題
】
な
し
【
奥
書
・
識
語
】
な
し
【
表
紙
・
横
寸
法
】
紺
地
、
金
と
白
の
龍
文
様
・
白
の
瑞
雲
・
梅
・
紅
葉
文
様
、
二
十
七
・
六
糎
【
見
返
し
】
無
地
無
紋
、
金
箔
散
ら
し
【
料
紙
】
楮
紙
【
寸
法
】
縦
二
十
八
・
七
×
全
長
八
五
五
・
四
糎
【
用
字
】
絵
の
み
【
絵
】
淡
彩
【
備
考
】
第
一
紙
後
補
（「
青
鬼
」
と
「
大
幣
を
振
る
妖
怪
」
の
図
）。
第
十
一
紙
に
「
守
信
」
の
落
款
（
朱
印
・
瓢
箪
型
）
あ
り
。
後
補
の
軸
付
紙
に
、
貼
紙
（
縦
二
四
・
四
×
横
一
四
・
七
糎
）
あ
り
。
貼
り
紙
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。「
鳥
羽
僧
正
覚

は
西
宮
左
大
臣
高
明
公
の
孫
源
隆
国
の
子
な
り
／
天
台
座
主
法
務
及
び
三
井
の
長
吏
大
僧
正
と
な
る
醍
醐
に
住
し
／
鳥
羽
に
住
す
る
故
に
鳥
羽
の
僧
正
と
い
へ
り
画
図
を
こ
の
み
／
専
ら
和
画
人
物
を
か
く
自
ら
一
家
を
な
す
た
だ
戯
事
を
画
く
事
／
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マ
マ
堪
た
り
或
時
東
寺
の
供
米
俵
に
充
す
て
貢
納
せ
り
是
監
主
の
／
奸
曲
な
り
覚

戯
れ
に
米
俵
風
に
吹
散
虚
空
に
ひ
る
が
へ
る
／
姿
を
画
て
是
を
諷
せ
り
此
事
上
聞
に
達
し
供
領
を
改
／
法
の
ご
と
く
に
画
む
盟
主
之
を
恥
た
り
又
天
閑
十
二
疋
の
馬
を
見
／
て
妙
に
馬
形
を
画
事
を
得
た
り
今
世
に
流
布
す
る
絵
多
し
／
覚

は
醍
醐
天
皇
の
末
裔
六
条
院
仁
安
年
中
の
人
な
り
」。
Ⅱ
概
要
道
具
が
妖
怪
化
し
、
行
列
を
な
す
。
真
珠
庵
本
と
同
じ
く
青
鬼
が
走
り
出
す
場
面
か
ら
始
ま
る
。
妖
怪
の
登
場
順
序
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
神
具
や
仏
具
と
い
っ
た
道
具
の
か
た
ま
り
で
構
成
さ
れ
る
点
は
真
珠
庵
本
と
同
様
で
あ
る
。
大
き
な
火
の
玉
（
夜
明
け
の
太
陽
、
あ
る
い
は
、
陀
羅
尼
の
火
焰
）
が
現
れ
、
妖
怪
た
ち
が
逃
げ
ま
ど
う
場
面
で
閉
じ
ら
れ
る
。
Ⅲ
特
色
１４
・
立
教
本
と
同
じ
く
、
小
峯
本
も
真
珠
庵
本
系
統
に
分
類
で
き
る
。
妖
怪
の
登
場
順
序
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
山
田
奨
治
氏
の
分
析
に
よ
る
と
、
真
珠
庵
本
系
統
に
共
通
の
祖
本
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
文
研
本
が
そ
の
祖
本
の
古
態
を
留
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。（「
真
珠
庵
本
の
祖
本
を
情
報
学
で
探
る
」、『
百
鬼
夜
行
の
世
界
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
展
示
』
所
収
）
小
峯
本
は
日
文
研
本
に
近
い
関
係
に
あ
り
、
古
態
を
留
め
た
伝
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
日
文
研
本
の
絵
画
的
な
特
徴
（
①
「
鍋
蓋
を
被
っ
た
鬼
」
の
鍋
蓋
に
取
っ
手
が
描
か
れ
て
い
る
。
②
如
意
の
妖
怪
に
髪
が
な
い
。）
は
、
小
峯
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。小
峯
本
と
真
珠
庵
本
を
比
べ
て
み
る
と
、「
赤
い
妖
怪
と
そ
れ
を
退
治
し
よ
う
と
す
る
妖
怪
た
ち
、
赤
い
袋
を
担
い
だ
妖
怪
、
鉄
漿
を
つ
け
る
妖
怪
た
ち
」
で
構
成
さ
れ
る
場
面
の
位
置
だ
け
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
小
峯
本
で
は
画
面
右
手
に
向
っ
て
走
り
来
る
「
唐
櫃
か
ら
逃
げ
る
狐
の
女
房
」
は
、
画
面
左
手
で
何
か
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
効
果
を
持
つ
。
い
っ
ぽ
う
真
珠
庵
本
で
は
、
鉄
漿
を
つ
け
る
妖
怪
た
ち
と
隣
り
合
っ
て
描
か
れ
る
こ
と
で
、
狐
の
女
房
は
鉄
漿
を
つ
け
る
妖
怪
の
侍
女
の
う
ち
の
一
体
と
し
て
読
み
取
れ
る
。
絵
画
は
古
風
。
ま
た
、
全
体
に
淡
い
色
彩
だ
が
、
結
末
の
暗
闇
の
墨
を
濃
く
、
画
面
を
暗
く
描
い
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
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な
お
、
備
考
に
記
し
た
よ
う
に
、
小
峯
本
に
は
「
守
信
」
の
落
款
が
あ
る
が
、
『
捃
印
補
正
』
な
ど
で
確
認
で
き
る
狩
野
探
幽
の
落
款
と
比
較
す
る
と
、
瓢
簞
や
「
信
」
の
字
の
形
が
や
や
異
な
っ
て
お
り
、
探
幽
の
落
款
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
貼
紙
の
内
容
は
、『
本
朝
画
史
』
と
近
い
。『
本
朝
画
史
』
は
狩
野
永
納
に
よ
る
画
家
伝
・
絵
画
史
で
、
延
宝
六
年（
一
六
七
八
）序
、
元
禄
六
年（
一
六
九
三
）
刊
。
な
お
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
は
檜
山
義
慎
に
よ
っ
て
『
続
本
朝
画
史
』
が
編
ま
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
じ
め
て
の
本
格
的
な
画
家
伝
と
し
て
、
近
代
に
至
る
ま
で
よ
く
読
ま
れ
た
と
い
う
。
『
本
朝
画
史
』
巻
之
上
（
国
書
刊
行
会
本
。
訓
読
文
を
書
き
下
し
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。）
鳥
羽
僧
正
諱
は
覚

源
隆
国
の
子
に
て
西
の
宮
左
丞
相
高
明
公
の
孫
な
り
。
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早
歳
、
東
北
院
大
僧
正
に
覚
円
に
従
て
弟
子
と
為
れ
り
。
覚
円
西
園
寺
相
国
実
兼
公
の
子
な
り
。
覚

天
台
座
主
法
務
及
び
三
井
長
吏
大
僧
正
と
な
る
。
又
図
画
を
能
く
す
。
曽
て
醍
醐
に
住
し
、
又
鳥
羽
に
居
故
鳥
羽
の
僧
マ
マ
正
と
号
す
。
法
輪
院
に
住
す
。
専
ら
和
画
を
為
す
人
物
を
善
の
、
自
ら
一
マ
マ
家
を
成
す
。
惟
戯
事
を
画
く
。
意
を
形
似
を
求
め
ず
。
著
聞
集
に
載
す
、
曽
て
東
寺
の
供
米
俵
子
の
内
充
さ
ず
。
是
監
吏
の
奸
曲
な
り
。
覚

戯
れ
に
俵
子
風
に
飄
の
図
を
画
て
之
を
諷
す
。
則
上
聞
に
達
し
法
の
ご
と
く
に
之
を
納
ま
し
む
。
監
吏
亦
た
之
を
恥
づ
。
馬
形
を
画
て
其
の
妙
を
極
む
。
天
閑
十
二
匹
の
馬
を
見
て
妙
に
之
を
為
す
。
此
図
如
、
今
世
に
流
布
す
。
「
大
臣
」
を
唐
名
の
「
丞
相
」
で
示
す
な
ど
、
表
現
レ
ベ
ル
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
太
字
で
示
し
た
箇
所
が
小
峯
本
の
書
入
と
重
な
る
。『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』
伝
本
の
な
か
に
は
、
ま
る
で
『
鳥
獣
人
物
戯
画
』
の
よ
う
な
動
物
の
登
場
す
る
本
も
あ
る
。
小
峯
本
の
貼
紙
は
、『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』
が
覚

に
も
ゆ
か
り
の
あ
る
作
品
だ
と
思
わ
せ
る
た
め
の
仕
掛
け
だ
ろ
う
か
。
小
峯
本
は
、
真
珠
庵
本
系
統
の
祖
本
に
近
い
姿
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、「
守
信
」
の
落
款
や
、
覚

の
説
話
を
記
し
た
貼
り
紙
に
よ
っ
て
「
由
緒
」
が
演
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
色
を
持
つ
。『
百
鬼
夜
行
絵
巻
』
受
容
の
様
相
を
探
る
上
で
興
味
深
い
伝
本
だ
と
言
え
よ
う
。
Ⅳ
諸
本
前
号
掲
載
、
１４
・
立
教
本
を
参
照
。
Ⅴ
翻
刻
な
し
。
Ⅵ
参
考
文
献
前
号
掲
載
、
１４
・
立
教
本
を
参
照
。
（
担
当
・
長
谷
川
奈
央
）
（
え
ま
き
の
か
い
）
― 228 ―
